
－連合徳島第25回定期大会－

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

連合徳島を代表し河村会長があいさつ

5人の質疑に対し執行部が答弁

各構成組織から約200人が参加

全執行部が就任あいさつ

新事務局長に森本さ  ん　　選出新事務局長に森本さ  ん　　選出

２
年
間
の
運
動
方
針
を
決
定

ス
ト
ッ
プ・ザ

格
差
社
会

ス
ト
ッ
プ・ザ

格
差
社
会

齋
藤
事
務
局
長
は
顧
問
に

専
従
副
事
務
局
長
に
田
北
さ
ん（
全
国
一
般
）

連
合
徳
島
新
執
行
部
体
制

自治労
県職労

働くことを軸とする
安心社会実現

　

連
合
徳
島
は
11
月
22
日
、
徳

島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
第

25
回
定
期
大
会
を
開
き
、
各
構

成
組
織
か
ら
約
２
０
０
人
の
代

議
員
等
が
参
加
し
、
２
０
１
３

年
度
の
活
動
を
総
括
す
る
と
と

も
に
、
２
０
１
４
〜
２
０
１
５

年
度
の
運
動
方
針
、
２
０
１
４

年
度
予
算
、
役
員
改
選
等
を
決

定
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
を
代
表
し

河
村
会
長
が
「
現
在
第
１
８
５

臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、
安
倍

首
相
か
ら
今
国
会
は
『
成
長
戦

略
実
行
国
会
』
と
位
置
づ
け
る

と
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
が
、

働
く
者
の
暮
ら
し
は
一
向
に
良

く
な
ら
ず
、
再
び
一
握
り
の
勝

ち
組
を
除
い
て
、
多
く
の
国
民

に
痛
み
が
押
し
つ
け
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。一
方
で
、強
力
な

権
力
を
背
景
に
、
先
延
ば
し
し

て
き
た
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

改
悪
、
社
会
保
障
制
度
の
抜
本

改
革
の
先
送
り
、
更
に
は
憲
法

の
立
憲
主
義
と
三
大
原
則
を
根

底
か
ら
揺
る
が
す
動
き
さ
え
出

始
め
て
い
る
。今
こ
そ
私
た
ち

は
、
連
合
結
成
の
原
点
に
立
ち

返
り
、社
会
正
義
の
旗
を
掲
げ
、

職
場
で
地
道
に
働
き
生
活
す
る

多
く
の
仲
間
を
結
集
し
、『
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』

の
実
現
に
向
け
、
社
会
的
う
ね

り
を
創
り
出
し
て
い
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

報
告
事
項
で
は
２
０
１
３
年

度
活
動
経
過
報
告
、
２
０
１
３

年
度
一
般
会
計
報
告
、
会
計
監

査
報
告
、
組
織
財
政
検
討
委
員

会
報
告
が
執
行
部
か
ら
報
告
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

12月７日（土）
・地域ユニオン第５回定期総会（労働福祉会館）
12月13日（金）
・狭山事件ドキュメンタリー映画上映（徳島市ふれあい健康館）
12月14日（土）
・狭山事件ドキュメンタリー映画上映
  （阿南市文化会館）（藍住町民シアター）（脇町オデオン座）
12月19日（木）
・2014春季生活闘争徳島県共闘会議発足総会（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

◎

　
　

定
期
大
会
で
は
、役
員
改

選
が
行
わ
れ
、森
本
副
会
長（
自

治
労
・
県
職
労
）が
事
務
局
長

に
選
出
さ
れ
、２
期
４
年
事
務

局
長
を
務
め
た
齋
藤
事
務
局
長

は
顧
問
に
委
嘱
し
た
。

  
新
任
の
副
会
長
に
は
、矢
鳴

さ
ん（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、井
後

さ
ん（
情
報
労
連
）、吉
野
さ
ん

（
全
水
道
）が
就
任
し
、山
下
副

た
。

  

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
と

し
て
２
０
１
４
〜
２
０
１
５
年

度
運
動
方
針
が
齋
藤
事
務
局
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
格
差
社
会
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、①
集
団
的
労
使
関
係
拡
大

に
向
け
た「
５
万
人
連
合
徳
島
」

実
現
と
連
帯
活
動
の
推
進
に
よ

る
社
会
的
影
響
力
の
あ
る
労
働

運
動
の
強
化
。②
非
正
規
労
働

者
の
組
織
化
と
処
遇
改
善
に
向

け
た
社
会
運
動
の
展
開
。③
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会

実
現
の
構
築
に
向
け
た
政
策
・

制
度
の
取
り
組
み
等
、
主
要
課

題
６
点
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

質
疑
で
は
、後
藤
代
議
員（
県

教
組
）「
在
特
会
事
件
の
裁
判
の

状
況
と
連
合
徳
島
の
支
援
要

請
」、
叶
井
代
議
員
（
自
治
労
）

「
鳴
門
競
艇
を
め
ぐ
る
情
勢
と

鳴
門
競
艇
労
組
の
取
り
組
み
」

大
谷
代
議
員
（
自
治
労
）「
地
方

財
政
確
立
の
取
り
組
み
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

の
取
り
組
み
強
化
」、田
中
代
議

員
（
自
治
労
）「
特
定
秘
密
保
護

法
案
に
対
す
る
連
合
徳
島
の
見

解
」、
田
中
代
議
員（
国
労
）「
連

合
徳
島
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
加
盟
解

消
の
経
過
と
お
礼
」
等
５
人
が

討
論
に
参
加
し
た
。

　

第
５
号
議
案
・
２
０
１
４
〜

２
０
１
５
年
度
役
員
改
選
で

は
、
定
数
ど
お
り
の
立
候
補
を

確
認
し
、
代
議
員
の
挙
手
で
承

認
さ
れ
た
後
、
大
会
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
河
村
会
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

会
長（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、寺
西

副
会
長（
情
報
労
連
）は
退
任
し

た
。

  

副
事
務
局
長
は
、赤
松
副
事

務
局
長
が
退
任
し
、田
北
さ
ん

（
全
国
一
般
）が
専
従
副
事
務
局

長
に
就
任
。執
行
委
員
は
、野
村

執
行
委
員（
国
公
総
連
）が
退
任

し
、國
見
さ
ん（
国
公
総
連
）が

選
出
さ
れ
た
。
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